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議
案
第
41
号　

広
陵
町
地
域
防
災
活
動
推
進

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
42
号　

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
及
び
教
育
長
の
給
与
、

勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条

件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
40
号

広
陵
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

報
告
第
９
号　

平
成
29
年
度
広
陵
町
一
般
会
計
事
故
繰

越
し
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
告
第
10
号　

平
成
29
年
度
広
陵
町
介
護
保
険
特
別
会

計
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
の
報
告
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
告
第
11
号　

平
成
29
年
度
広
陵
町
水
道
事
業
会
計
予

算
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

報
告
第
４
号　

広
陵
町
介
護
保
険
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

報
告
第
７
号　

町
道
の
管
理
の
か
し
に
基
づ
く
損
害
賠

償
額
の
決
定
及
び
和
解
に
つ
い
て

　
　報

告
第
８
号　

平
成
29
年
度
広
陵
町
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
案
第
43
号　

広
陵
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
44
号　

広
陵
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
指
定

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と

に
つ
い
て

平成30年平成30年
第2回

6月5日～15日

定 

例 

会

人

　事

報

　告

反
対
討
論

反
対
討
論

①
3
名
で
年
総
額
１
１

５
万
円
の
報
酬
ア
ッ
プ
す
る
内
容
（
月

額
平
均
3
万
円
を
超
え
る
）だ
。町
長

退
職
金
も
4
年
毎
に
月
次
支
給
額
×

賛
成
討
論

賛
成
討
論

近
年
の
経
済
情
勢
、
景

気
の
動
向
、
町
財
政
を
見
据
え
た
中

で
、
町
３
役
の
給
与
、
退
職
手
当
に

つ
い
て
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に

諮
問
、
答
申
内
容
を
踏
ま
え
、
県
下

最
大
の
人
口
、
財
政
規
模
を
有
す
る

町
と
し
て
、
適
正
な
改
正
で
あ
る
こ

と
か
ら
賛
成
。
な
お
、
現
職
の
給
与

に
つ
い
て
は
、
従
前
ど
お
り
と
さ
れ

て
い
る
。

条

　例

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

山や
ま
も
と本　
和か
ず
お男

（
百
済
）

任
期

平
成
30
年
7
月
30
日
か
ら
3
年

議
案
第
45
号　

平
成
30
年
度
広
陵
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
46
号　

平
成
30
年
度
広
陵
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

報
告
第
１
号　

広
陵
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の

報
告
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

報
告
第
３
号　

広
陵
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
報
告
に
つ
い
て

報
告
第
２
号　

広
陵
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

予

　算

承

　認

4
×
５.２
（
4
年
で
１
５
０
０
万
円
超

え
る
）と
べ
ら
ぼ
う
な
退
職
金
だ
。

　
②
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
死
亡
事
故

の
管
理
監
督
責
任
で
、
減
給
処
置
明

け
す
ぐ
町
長
が
諮
問
し
た
報
酬
審
議

会
の
給
与
の
値
上
げ
は
誤
解
を
招

く
。
諮
問
内
容
も
抽
象
的
で
町
長
自

ら
上
げ
る
、
下
げ
る
の
意
思
を
提
示

す
べ
き
。

反
対
討
論

反
対
討
論

高
す
ぎ
る
国
保
税
を
さ

ら
に
引
き
上
げ
る
も
の
だ
。
今
必
要
な

こ
と
は
国
保
税
を
引
き
下
げ
「
払
え
る

国
保
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。
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報
告
第
５
号　

平
成
30
年
度
広
陵
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
の
専
決
処

分
の
報
告
に
つ
い
て

報
告
第
６
号

広
陵
町
第
７
期
介
護
保
険
事
業

計
画
及
び
高
齢
者
福
祉
計
画
の

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

反
対
討
論

反
対
討
論

①
18
年
間
で
住
民
負
担

比
率
を
16
％
か
ら
23
％
に
引
き
上
げ
、

充
当
を
公
約
し
て
い
た
消
費
税
は
1
円

も
繰
り
入
れ
ず
、
保
険
が
き
く
分
野
も

ど
ん
ど
ん
狭
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
②
当
初
、保
険
料
基
準
額
を
５
７
０
０

円
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
説
明
し
て
い

た
が
５
２
０
０
円
で
専
決
処
分
し
た
。住

民
へ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
実
施
に
対
し
、財

政
的
に
先
が
見
え
ず
不
安
で
あ
る
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

地
方
税
法
の
一
部
を
改

正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
を

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
５
割
軽
減
、

２
割
軽
減
の
対
象
世
帯
に
係
る
所
得

判
定
基
準
を
改
正
さ
れ
た
も
の
で
、

税
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
か

ら
賛
成
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

本
予
算
に
つ
い
て
は
、

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
高

齢
者
福
祉
計
画
に
お
い
て
、
平
成
30

年
度
か
ら
平
成
３２
年
度
ま
で
の
事
業

量
を
踏
ま
え
、
所
要
の
改
正
保
険
料

反
対
討
論

反
対
討
論

報
告
第
５
号
①
と
同
じ
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

　

報
告
第
５
号
と
同
じ
。

平成３０年　第2回　定例会
◆賛否の分かれた議案� ○……賛成　×……反対

※議案の内容はP２～P３に掲載

議　　　案

濵
野
直
美

吉
田
信
弘

山
田
美
津
代

吉
村
眞
弓
美

山
村
美
咲
子

坂
野
佳
宏

吉
村
裕
之

坂
口
友
良

堀
川
季
延

奥
本
隆
一

谷　

禎

一

笹
井
由
明

八
尾
春
雄

青
木
義
勝

議決結果

報告第2号
広陵町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
専決処分の報告について

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 議
　
長
　
は
　
採
　
決
　
に
　
加
　
わ
　
り
　
ま
　
せ
　
ん

○ ○ ○× ○ 承　　認

報告第５号
平成30年度広陵町介護保険特別会計予算の
専決処分の報告について

○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 承　　認

報告第６号
広陵町第7期介護保険事業計画及び高齢者福祉計画の
専決処分の報告について

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 承　　認

議案第42号
特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条
例及び教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関
する条例の一部を改正することについて

○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ 原案可決

議
案
第
5
号

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
さ
ら
な
る

普
及
推
進
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て
（
P20
に
掲
載
）　

　
　
　
　
　
　

議
案
第
6
号

学
校
給
食
費
へ
の
財
政
支
援

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

（
P20
に
掲
載
）

議
員
提
出
議
案

を
組
み
入
れ
、
３
月
議
会
に
上
程
が

あ
っ
た
が
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
取

り
組
み
の
希
薄
化
等
か
ら
否
決
、
そ

の
後
の
修
正
案
も
否
決
と
な
っ
た
た

め
、
新
年
度
を
迎
え
る
前
日
に
、
や

む
を
得
ず
現
行
保
険
料
を
も
と
に
新

年
度
予
算
を
編
成
、
専
決
処
分
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
承
認
。
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一
般
質
問
を
６
月
11
日
・
12
日
に
行
い
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て

理
事
者
に
対
し
て
、
事
務
の
執
行
状
況
及
び
将
来
に

対
す
る
方
針
等
に
つ
い
て
所
信
を
質
し
、
あ
る
い
は

報
告
、
説
明
を
求
め
ま
た
は
疑
問
を
質
す
た
め
に
行

い
ま
す
。

　
広
陵
町
議
会
は
、
通
告
制
（
質
問
内
容
を
あ
ら
か

じ
め
議
長
に
提
出
す
る
。）
を
採
用
し
、
一
議
員
、

一
時
間
の
持
ち
時
間
で
、
質
問
回
数
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
な
お
、
質
問
内
容
及
び
答
弁
内
容
に
つ
い
て
は
、

紙
面
の
都
合
上
、
要
約
掲
載
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
会
議
録
は
、
９
月
上
旬
に
町
役
場
及
び
町
施
設
の

サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
に
配
置
し
、
広
陵
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

※
答
弁
者
の
「
理
事
者
」
と
の
記
載
は
、
町
長
、
副

町
長
、
教
育
長
、
関
係
部
長
の
発
言
を
要
約
し
て
掲

載
す
る
場
合
に
用
い
て
い
ま
す
。

8

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一 般 質 問
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①�

通
勤
・
通
学
に
お
け
る
利
便
性
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
。
急
行
バ
ス
導
入
に
は
住
民
周
知
の
も

理
事
者

吉
よ し

村
む ら

　裕
ひ ろ

之
ゆ き

　
　
　
　

①�

社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と

位
置
付
け
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

の
主
体
と
な
る
組
織
や
、
中
間
支
援
組
織
の
体

制
づ
く
り
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

②�

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
多
世
代
を
巻
き
こ

ん
だ
交
流
サ
ロ
ン
の
運
営
、
地
域
で
日
用
品
を

購
入
で
き
る
よ
う
な
小
規
模
小
売
店
舗
の
運
営

な
ど
、
分
野
問
わ
ず
多
種
多
様
に
あ
る
と
考
え

る
。

理
事
者

と
事
前
に
実
証
実
験
を
し
、効
果
を
判
断
す
る
。

時
間
帯
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
た
急
行
バ

ス
の
運
行
は
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
が
、
環
境

整
備
の
た
め
の
費
用
が
問
題
と
な
る
。

②�

具
体
的
な
目
的
・
目
標
を
示
し
た
形
で
の
住
民

参
画
に
よ
る
検
討
部
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

座
談
会
の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

③�「
元
気
号
」の
運
行
に
は
改
善
の
余
地
が
あ
る
が
、

現
在
の
財
政
負
担
の
範
囲
内
で
利
用
者
増
に
繋

が
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
域
公
共
交
通
の
役
割
と

通
勤
・
通
学
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
地
域
の
様
々

な
課
題
に
対
し
、
住
民
が
主
体
的
に
ビ
ジ
ネ
ス

の
手
法
を
用
い
て
解
決
を
図
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
次
に
問
う
。

①�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
の
考
え

を
問
う
。　

②
ど
の
よ
う
な
地
域
課
題
に
活
用
機
会
が
あ
る
か
。

問

　
　
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
次
に
問
う
。

①�
「
元
気
号
」
に
よ
る
鉄
道
駅
へ
の
通
勤
・
通
学

急
行
バ
ス
の
運
行
は
、
町
外
へ
の
就
業
や
就

学
が
多
い
本
町
に
は
必
要
で
あ
る
。
通
勤
・

通
学
の
し
や
す
さ
は
移
住
・
定
住
促
進
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
か
。

②�

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
や
地
域
内
交

通
の
企
画
・
運
営
に
、
住
民
が
参
画
す
る
機

会
創
出
な
ど
、
住
民
と
行
政
の
協
働
が
必
要

で
は
な
い
か
。

③�「
元
気
号
」
の
運
行
委
託
料
と
し
て
年
間

　

�

６
０
０
０
万
円
の
予
算
計
上
を
し
て
い
る
。

運
行
方
針
や
事
業
の
転
換
な
ど
の
判
断
と
な

る
、
財
政
的
な
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
は
設
定
し
て

い
る
の
か
。

問
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現
段
階
で
す
ぐ
に
公
的
シ
ス
テ
ム
の

構
築
は
考
え
て
い
な
い
。
今
年
度
策
定
予
定
の
地

域
福
祉
計
画
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
福
祉
活

動
計
画
の
中
に
お
い
て
議
論
し
て
い
た
だ
き
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

山
村
町
長

　
　
平
成
27
年
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で

「
緊
急
時
安
否
確
認(

か
ぎ
預
か
り)

事
業
」

を
提
案
し
た
。「
町
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心

と
な
り
、
希
望
さ
れ
る
独
居
高
齢
者
の
自
宅
の

「
鍵
」
を
保
管
し
、
緊
急
時
に
地
元
区
長
及
び

民
生
委
員
と
共
に
安
否
確
認
に
駆
け
つ
け
る
事

業
と
し
て
確
立
し
て
は
ど
う
か
。」
と
の
質
問
に

対
し
、
実
施
を
念
頭
に
研
究
し
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
も
協
議
す
る
と
の
答
え
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
の
状
況
を
問
う
。

問

　
　
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
等
が
発
展
途
上

国
の
教
育
支
援
の
一
環
と
し
て
、
未
投
函
の
書

き
損
じ
や
余
り
の
は
が
き
に
よ
る
寄
付
を
呼
び

か
け
て
い
る
。
は
が
き
一
枚
が
ノ
ー
ト
2
冊
に
、

鉛
筆
7
本
に
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
る
。
11
本
あ
れ
ば

問

一
人
が
１
ヶ
月
学
校
に
通
え
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
世
界
に
は
学
校
も
行
け
ず
、
読
み
書
き
す

ら
習
う
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
な
い
子
供
た
ち
が

い
る
。

　
町
や
学
校
挙
げ
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
安
全
確
保
を
優
先
し
、
既
に
実
施
し

て
い
る
交
差
点
も
あ
る
。
追
加
実
施
に
向
け
た
検

討
を
進
め
た
い
と
考
え
る
。

山
村
町
長

独
居
高
齢
者「
か
ぎ
預
か
り
」

孤
独
死
防
止
の
切
り
札
に

「
書
き
損
じ
は
が
き
」で

途
上
国
の
子
供
た
ち
に
教
育
支
援
を

幹
線
道
路
の
植
栽

見
通
し
が
悪
く
交
通
の
妨
げ

　
　
あ
っ
て
良
し
悪
し
幹
線
道
路
の
植
栽
。
背

丈
が
伸
び
、
見
通
し
が
悪
く
道
路
利
用
者
の
安

全
に
支
障
と
な
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。
特

に
交
差
点
周
辺
植
栽
は
、
一
定
の
距
離
だ
け
で

も
取
り
除
い
て
は
ど
う
か
。

問

奥
お く

本
も と

　隆
た か

一
い ち

　
　
　
　
　
今
年
度
に
広
陵
町
社
会
福
祉
協
議
会

が
「
書
き
損
じ
は
が
き
回
収
ポ
ス
ト
」
を
公
共
施

設
等
に
設
置
し
、
ど
れ
だ
け
の
協
力
が
得
ら
れ
る

か
検
討
し
て
み
る
の
も
方
法
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

　
　
　
　
　
　
校
長
会
等
に
お
い
て
も
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
学
校
に
も
「
回
収
ポ
ス
ト
」
を
設

置
し
て
、
様
子
を
見
る
の
も
方
法
か
と
思
う
。

山
村
町
長

植
村
教
育
長
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事
業
の
洗
い
出
し
と
、
事
業
の
必
要

性
や
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
福
祉
事
業
の

充
実
に
向
け
て
、
組
織
の
強
化
や
福
祉
人
材
確
保

の
ほ
か
、
職
員
の
意
識
改
革
、
質
の
向
上
に
も
取

り
組
む
と
し
て
い
る
。

山
村
町
長

　
　
再
建
不
能
な
大
赤
字
を
出
し
、
５
月
末
を

も
っ
て
青
い
鳥
事
業
所
を
閉
鎖
し
た
。
改
革
案

を
見
た
が
、
社
協
の
基
本
的
な
活
動
が
で
き
て

い
な
い
。
事
務
局
長
以
下
３
人
の
職
員
が
い
る

が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
活
性
化
は
ど
う

か
。
地
域
を
守
る
の
は
私
た
ち
社
会
福
祉
協
議

会
で
あ
る
と
い
う
職
員
の
意
識
改
革
が
必
要
で

は
な
い
の
か
。

問

坂
さ か

口
ぐ ち

　友
と も

良
よ し

　
　
　
　
　
今
後
の
人
口
減
少
と
高
齢
化
を
見
据

え
、
職
員
数
が
過
剰
と
な
ら
な
い
よ
う
定
員
管
理

を
図
っ
て
い
く
。行
政
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
伴
い
、

組
織
の
横
断
的
な
連
携
を
図
り
、
職
員
に
つ
い
て

は
、
人
事
評
価
を
基
に
し
た
能
力
を
伸
ば
し
、
部

署
へ
の
配
置
を
実
施
し
て
い
く
。

山
村
町
長

　
　
　
　
　
　
校
長
会
な
ど
を
と
お
し
て
「
学
力

向
上
推
進
プ
ラ
ン
」
を
示
し
、
学
校
間
格
差
が
あ

る
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
各
校
の
現
状
を
指
摘
し
、

課
題
解
決
に
向
け
て
い
る
。
な
お
、
学
力
の
向
上

の
み
な
ら
ず
魅
力
が
あ
る
学
校
で
あ
る
た
め
に
も

教
員
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

植
村
教
育
長

急
げ

町
社
協
の
大
改
革

４
月
の
学
力
調
査
の

で
き
ば
え
は
期
待
で
き
る
の
か

ミ
ニ
マ
ム
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
策
は

　
　
公
教
育
の
学
力
は
、
地
域
の
教
育
環
境
、

保
護
者
の
熱
意
、
経
済
状
況
、
対
貧
困
、
対
社

会
不
安
な
ど
す
べ
て
の
総
合
力
の
結
果
に
よ
る

も
の
と
考
え
る
。

　
わ
が
町
は
ど
こ
を
見
て
も
平
均
以
上
で
あ
る

が
、
学
力
は
年
々
低
下
し
、
つ
い
に
平
均
以
下

も
出
た
。
教
育
は
学
校
教
育
も
生
活
支
援
も
総

合
力
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
教
育
長
の
学

力
向
上
対
策
は
。

問

　
　
今
回
、
組
織
改
正
を
行
い
、
頭
で
っ
か
ち

な
組
織
か
ら
部
長
級
も
す
っ
き
り
と
し
た
組
織

に
な
っ
た
。
行
政
は
だ
ま
っ
て
い
る
と
管
理
職

ば
か
り
の
組
織
硬
直
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
人

口
も
じ
わ
じ
わ
減
っ
て
、
定
年
後
の
人
も
増
え

て
く
る
の
で
税
収
増
も
期
待
で
き
な
く
な
る
。

組
織
は
機
動
的
に
１
人
で
２
役
３
役
と
民
間
で

は
求
め
ら
れ
る
時
代
で
あ
る
が
対
策
は
。

問
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定
や
、
規
模
等
に
つ
い
て
は
候
補
地
を
絞
っ
て
い

る
段
階
で
あ
り
、
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
将
来
の
社

会
情
勢
に
も
配
慮
し
て
、庁
内
関
係
部
局
と
調
整
、

協
議
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
大
塚
区
か
ら
農
用
地
の
除
外
を
要
望

さ
れ
て
い
る
区
域
は
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
、
後
継
者
不
足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地

や
無
計
画
な
農
地
転
用
は
防
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
農
業
振
興
計
画
と
の
矛
盾
は
承
知
の
上
で
第

4
次
広
陵
町
総
合
計
画
に
お
い
て
、
当
該
地
域
を

地
域
産
業
立
地
地
区
と
し
、
整
備
方
針
を
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
1
年
余
り
音
沙
汰
も
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
誠
に
申
し
訳
な
い
と
考
え
て
い
る
。
早
い
時
期

山
村
町
長

　
　
　
　
　
　
今
年
度
、
校
舎
の
老
朽
化
を
総
合

的
に
評
価
す
る
耐
力
度
調
査
を
実
施
す
る
。
進
捗

状
況
は
、
委
託
業
者
の
選
定
を
終
え
、
夏
季
休
業

中
に
現
場
調
査
を
実
施
し
、
専
門
の
検
査
機
関
で

の
分
析
を
行
う
。　

　
そ
の
結
果
を
受
け
て
方
向
性
を
決
定
し
、
必
要

な
事
務
作
業
を
進
め
て
い
く
。
こ
ど
も
園
、
放
課

後
こ
ど
も
育
成
教
室
の
具
体
的
な
設
置
場
所
の
選

植
村
教
育
長

に
、
農
業
振
興
と
企
業
誘
致
の
担
当
部
局
が
連
携

し
説
明
、
協
議
で
き
る
場
を
設
け
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
1
年
前
の
3
月
議
会
で
質
問
し
、
同
年
4

月
に
町
が
主
導
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
し
て

い
く
地
域
に
位
置
付
け
、
地
権
者
と
の
意
見
交

換
等
を
実
施
す
る
と
回
答
を
得
て
い
る
。

　
1
年
経
過
し
た
が
な
ん
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
が
な

い
。
地
権
者
は
意
見
交
換
の
場
を
待
っ
て
い
る

が
。

問

　
　
建
替
え
基
本
計
画
を
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
場
所
を
変
え
る
、
増
築
で
対
応
す
る
等
外

部
か
ら
耳
に
入
っ
て
く
る
。
こ
ど
も
園
、
学
童

保
育
施
設
も
含
め
た
年
次
計
画
と
基
本
計
画
委

託
の
中
間
報
告
を
お
願
い
す
る
。

問

大
塚
区
の
農
用
地
除
外
の

要
望
の
そ
の
後

西
小
学
校
の
建
替
え
計
画
の

中
間
報
告
を

坂
さ か

野
の

　佳
よ し

宏
ひ ろ
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指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
、
も
っ
と
も
な
こ

と
で
あ
り
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
よ
っ
て

差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
前
向
き
に
検
討
し
て
解
決

し
た
い
。

理
事
者

　
　
　
　

学
校
長
の
対
応
を
見
直
す
と
と
も
に

国
・
県
が
進
め
る
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
来
年
度

導
入
し
改
善
す
る
。

理
事
者

　
　
　
　
こ
の
物
件
は
所
有
者
に
お
い
て
解
体
撤

去
を
予
定
し
て
お
り
、
道
路
も
8
月
13
日
よ
り
通

行
可
能
と
な
る
見
込
み
。

理
事
者

八
や つ

尾
お

　春
は る

雄
お

国
保
と
後
期
高
齢
保
険
の

健
康
診
査
格
差
を
是
正
し
て
ほ
し
い

広
陵
北
小
・
西
側
の
生
活
・
通
学

道
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

教
員
の
長
時
間
労
働
に

つ
い
て

　
　
74
歳
に
な
る
ま
で
毎
年
健
康
診
査
を
受
け

て
き
た
高
齢
者
が
、
75
歳
に
な
っ
た
途
端
に
健

康
診
査
は
集
団
健
診
の
対
象
で
な
い
と
排
除
さ

れ
、
特
定
保
健
指
導
も
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
る
。
年
齢
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
健
康
診
査

に
差
別
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
す
み
や
か
に

是
正
し
て
ほ
し
い
。

問

　
　
旧
広
陵
北
保
育
園
解
体
工
事
に
伴
い
8
月

末
ま
で
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
が
、
付
近
の

皆
さ
ん
の
生
活
道
路
で
あ
り
、
大
野
・
寺
戸
の

小
学
生
の
通
学
路
で
あ
る
。
通
行
可
能
に
な
っ

て
も
道
路
横
の
廃
屋
か
ら
瓦
の
落
下
な
ど
危
険

が
あ
る
。
持
ち
主
に
安
全
対
策
を
求
め
る
だ
け

で
な
く
、
町
が
最
低
で
も
シ
ー
ト
で
覆
い
ロ
ー

プ
で
縛
る
な
ど
で
き
な
い
の
か
。

問

　
　
す
で
に
文
部
科
学
省
は
本
年
2
月
9
日
の

通
達
で
、
月
45
時
間
を
超
え
る
残
業
は
健
康
に

障
が
い
が
出
る
こ
と
を
根
拠
に
、
学
校
長
や
教

育
委
員
会
に
対
し
て
残
業
時
間
削
減
を
指
示
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
町
内
の
あ
る
小
学
校
の
現

場
で
確
認
を
と
る
と
、「
教
員
は
学
校
長
に
対
し

て
残
業
申
請
を
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
」「
出
勤

簿
に
は
出
勤
時
の
押
印
の
み
で
退
勤
の
記
録
が

な
い
」「
学
校
長
か
ら
各
教
員
に
対
し
て
『
〇
〇

先
生
、
今
日
は
何
時
ま
で
残
り
ま
す
か
』
と
の

問
い
か
け
は
ほ
ぼ
3
時
間
経
過
し
た
後
で
な
け

れ
ば
行
っ
て
い
な
い
」
な
ど
の
驚
く
べ
き
実
態

が
判
明
し
た
。
こ
れ
で
残
業
抑
制
な
ど
で
き
る

わ
け
は
な
い
、
ど
う
す
る
の
か
。

問

○�

近
鉄
五
位
堂
駅
を
安
全
で
利
用
し

や
す
い
駅
に
す
る
た
め
に

その他の
質問事項
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2
0
1
8
年
5
月
7
日
、
新
潟
市
で
小
学

2
年
生
の
女
の
子
が
下
校
時
に
殺
害
さ
れ
、
そ

の
1
週
間
後
近
所
に
住
む
男
が
逮
捕
さ
れ
た
。

　
そ
の
女
の
子
は
友
達
と
2
人
で
車
や
人
の
多

い
幹
線
道
路
を
通
り
、
踏
切
の
手
前
で
友
達
と

別
れ
、
女
の
子
は
踏
切
を
渡
っ
た
所
を
右
に
曲

が
り
、
住
宅
地
を
約
３
０
０
ｍ
進
ん
だ
所
に
自

宅
が
あ
り
、
通
学
路
を
1
人
で
通
っ
て
い
た
よ

う
だ
。
こ
の
よ
う
な
形
態
は
ど
こ
に
で
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
新
潟
市
教
育
委
員
会
な
ど
は
、

踏
切
周
辺
か
ら
自
宅
ま
で
の
線
路
沿
い
の
道
路

は
人
通
り
が
少
な
い
う
え
、
登
下
校
時
に
見
守

り
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い

な
い
場
所
で
も
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。

　
過
去
に
香
芝
市
で
女
の
子
が
車
で
連
れ
去
ら

れ
る
事
件
が
あ
り
男
が
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
時
は
、
各
地
域
で
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

問

動
き
が
起
き
て
い
る
。
広
陵
町
で
も
下
校
時
友

達
と
別
れ
1
人
で
自
宅
ま
で
帰
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
児
童
・
生
徒
は
多
く
い
る
。
家
で
は
、

子
供
達
の
帰
り
を
待
っ
て
お
ら
れ
る
家
族
が
い

る
。
広
陵
町
と
し
て
ど
こ
ま
で
の
対
策
が
出
来

る
の
か
。

登
下
校
時
の
子
供
の

安
全
対
策
は

　
　
　
　
　
本
町
で
は
平
成
28
年
6
月
か
ら「
地

域
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
事
業
を
実
施
、現
在
、

39
名
の
登
録
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
児
童
を

狙
っ
た
犯
罪
は
、
人
気
の
な
い
場
所
や
時
間
な
ど

地
域
の
目
の
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
起
き
る
の

で
「
地
域
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
増
加
を
図

り
、
今
年
度
よ
り
区
・
自
治
会
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
補
助
事
金
交
付
事
業
を
設
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
「
学
校
だ
よ
り
」
を
通
し
て
登
下

校
時
の
見
守
り
協
力
を
呼
び
か
け
、
下
校
時
刻
に

合
わ
せ
て
「
た
す
き
」
を
掛
け
、
ま
た
、
自
転
車

に
ラ
ベ
ル
を
付
け
た
見
守
り
、
加
え
て
、
区
長
・

自
治
会
長
に
下
校
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
伝
え
し
、

山
村
町
長

植
村
教
育
長

見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
必

ず
見
守
っ
て
い
い
た
だ
け
る
体
制
を
と
っ
て
い

る
。

吉
よ し

田
だ

　信
の ぶ

弘
ひ ろ
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①�

平
成
26
年
度
か
ら
着
手
し
た
延
長
７
５
０
m

の
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
は
、
奥
坪

橋
西
詰
め
か
ら
徳
農
種
苗
前
ま
で
３
２
５
m

が
完
了
、
今
年
度
J
A
広
陵
経
済
セ
ン
タ
ー

前
の
１
０
０
m
の
工
事
が
予
定
、
完
了
後
は

57
％
の
進
捗
率
と
な
る
。

②�

南
郷
8
号
線
に
つ
い
て
は
、安
部
大
橋
東
詰
ま
で

の
両
側
拡
幅
総
延
長
２
４
０
０
m
内
、９
３
５

m
が
完
了
、進
捗
率
は
39
％
に
な
って
い
る
。今
年

度
、尾
張
川
東
側
を
予
定
し
て
お
り
、平
成
34
年

度
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。な
お
、た
か
い
か
橋
に

つ
い
て
は
、道
路
拡
幅
完
成
後
に
歩
道
橋
の
整
備

等
を
検
討
し
て
い
る
。

理
事
者

　
　
　
　
県
道
田
原
本
広
陵
線
か
ら
下
流
左
岸
約

１
０
０
m
の
区
間
は
、
県
に
お
い
て
平
成
29
年

度
の
護
岸
工
事
の
設
計
が
行
わ
れ
、
今
年
度
一
部

区
間
の
工
事
に
着
手
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
早
期

完
成
を
目
指
し
要
望
し
て
い
く
。

理
事
者

　
　
　
　
解
体
工
事
に
つ
い
て
は
、
都
計
法
の
許

可
の
目
処
が
経
た
な
い
と
除
却
で
き
な
い
。
フ
ジ

パ
ッ
ク
と
県
と
の
事
前
協
議
の
遅
れ
か
ら
、
既
存

建
物
除
却
は
今
年
度
下
半
期
以
降
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。

　
周
辺
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
6
月
下
旬
完

成
予
定
で
あ
り
、
ま
た
、
通
学
路
と
県
道
と
の
交

差
点
の
隅
切
り
に
つ
い
て
も
順
次
整
備
を
図
る
。

理
事
者

笹
さ さ い

井　由
よ し あ き

明

道
路
整
備
の
進
捗
は

河
川（
土
庫
川
）の

護
岸
工
事
の
進
捗
は

水
道
局
解
体
撤
去
工
事
と

周
辺
環
境
整
備
は

　
　①�

県
道
田
原
本
広
陵
線
の
役
場
か
ら
奥
坪
橋
間
の
歩

道
整
備
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

②�
南
郷
8
号
線
の
拡
幅
整
備
事
業
の
今
年
度
整

備
区
間
及
び
次
年
度
以
降
の
事
業
計
画
、
完

了
年
度
を
問
う
。

問

　
　
河
川
（
土
庫
川
）の
護
岸
工
事
に
つ
い
て
、

設
計
業
務
及
び
工
事
着
手
の
時
期
を
問
う
。

問

　
　
水
道
局
解
体
撤
去
工
事
と
周
辺
環
境
整
備

の
進
捗
状
況
、
整
備
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

問

○�

下
水
道
認
定
区
域
と
都
市
計
画
法

指
定
区
域
（
特
区
）に
つ
い
て

その他の
質問事項

県道の嵩上げ歩道をフラット歩道に改修する
工事と調整して施工する必要あり
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文
部
科
学
省
で
は
授
業
料
や
教
科

書
は
無
償
だ
が
、
給
食
費
は
保
護
者
負
担
と
な
っ

て
い
る
。低
所
得
者
に
は
就
学
援
助
を
し
て
お
り
、

給
食
費
は
消
費
税
も
上
が
る
予
想
な
の
で
値
上
げ

も
検
討
中
。
多
子
世
帯
支
援
は
総
合
的
に
考
慮
す

る
。

植
村
教
育
長

　
　
　
　
　
元
気
号
は
28
年
度
と
比
べ
て
６
３
０

７
人
利
用
者
が
増
え
て
い
る
。
今
年
は
見
直
し
の

年
に
当
た
り
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
の
中

で
十
分
審
議
し
て
い
く
。
香
芝
市
と
の
相
互
連
携

の
中
で
公
共
交
通
も
検
討
す
る
。

山
村
町
長

　
　
　
　
　
今
年
度
、
育
成
ク
ラ
ブ
は
６
月
で
待

機
児
童
も
解
消
し
た
。
今
後
多
く
の
開
発
が
予
想

さ
れ
る
中
で
認
定
子
ど
も
園
、
小
規
模
保
育
事
業

ま
た
、
育
成
ク
ラ
ブ
で
は
受
け
入
れ
施
設
の
整
備

や
指
導
員
確
保
、
受
け
入
れ
児
童
要
件
な
ど
見
直

し
の
検
討
を
し
て
い
る
。

山
村
町
長

　
　
憲
法
26
条
で
は
「
義
務
教
育
は
こ
れ
を
無

償
に
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
保
護
者
は

毎
年
約
10
万
円
副
教
材
費
や
実
習
材
料
費
な
ど

に
支
払
っ
て
い
て
負
担
が
大
き
い
。
全
国
で
83

の
無
償
化
を
進
め
て
い
る
自
治
体
は
、
少
子
化

対
策
だ
け
で
な
く
子
育
て
支
援
や
給
食
を
教
育

の
一
環
と
し
て
進
め
て
い
る
。
町
も
ま
ず
多
子

世
帯
へ
の
支
援
か
ら
始
め
、
全
員
無
償
化
へ
と

検
討
を
始
め
る
べ
き
で
あ
る
。

問

　
　
百
済
の
今
市
や
古
寺
町
営
住
宅
な
ど
に
元

気
号
の
停
留
所
を
増
や
し
て
も
っ
と
使
い
や
す

く
し
て
欲
し
い
と
い
う
声
が
多
い
。

　
こ
の
実
現
と
共
に
香
芝
市
と
連
携
し
て
広
陵

町
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
乗
り
入
れ
る
こ
と
を

検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
高
齢
者
の
免
許
証
返
納

に
は
こ
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
整
備
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

問

　
　
町
全
体
で
開
発
が
進
み
、
特
に
西
小
学
校

地
域
で
１
０
０
件
近
く
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、

小
学
校
は
空
き
教
室
も
な
い
。
放
課
後
育
成
ク

ラ
ブ
や
保
育
所
も
待
機
児
童
が
出
て
い
て
子
育

て
中
の
保
護
者
か
ら
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
る
。

今
も
こ
の
状
態
で
早
期
に
待
機
児
童
の
解
消
を

計
画
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
ど
う
検
討
し
て

い
る
の
か
。

問

給
食
無
償
化
を

多
子
世
帯
支
援
か
ら

公
共
交
通
の
充
実
を

西
小
地
域
の
開
発
に
よ
る

待
機
児
童
に
つ
い
て

山
や ま

田
だ

美
み

津
つ

代
よ

○�

「
L
G
B
T
」
の
方
へ
の
支
援
や

取
り
組
み
は

その他の
質問事項
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民
間
活
用
と
い
う
の
は
、
1
つ
の
大
き

な
柱
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
広
陵
町
の
あ
る
べ

き
姿
を
総
合
的
に
議
論
し
な
が
ら
、
来
年
度
に
は

２
０
３
０
年
の
広
陵
町
の
目
標
、
ゴ
ー
ル
設
定
を

明
確
に
し
、
そ
の
う
え
で
ど
の
よ
う
な
手
法
が
好

ま
し
い
の
か
考
え
て
い
く
。

理
事
者

　
　
利
便
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
新
た

な
資
金
調
達
方
法
の
検
討
と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
が
あ

る
。
人
口
減
少
に
伴
う
税
減
収
、
高
齢
化
に
伴

う
社
会
福
祉
費
用
の
増
大
の
中
で
、
老
朽
化
に

伴
う
更
新
投
資
が
必
要
で
あ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
自

治
体
・
民
間
事
業
者
・
銀
行
・
大
学
な
ど
多
様

な
人
材
が
協
力
し
あ
っ
て
効
率
的
な
運
営
を

問

目
指
す
手
法
で
あ
る
。
広
陵
町
で
も
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
、
ど
の
様
な
事
業
が
官
民

連
携
の
対
象
と
な
る
の
か
意
見
交
換
を
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

ら
い
ち
早
く
備
蓄
品
に
）・
災
害
時
に
は
哺
乳

瓶
の
消
毒
や
調
乳
が
困
難

③
蛇
腹
式
哺
乳
瓶
・
使
い
捨
て
タ
イ
プ

　
　
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

下
記
の
提
案
を
す
る
。

①�

ビ
ブ
ス（
ベ
ス
ト
型
ゼ
ッ
ケ
ン
）・例
え
ば「
耳

が
不
自
由
で
す
」
な
ど
と
書
か
れ
た
障
が
い

者
用
と
「
手
話
が
で
き
ま
す
」
な
ど
と
書
か

れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用
な
ど
、
避
難
所
等
で

使
わ
れ
る
。

②�
液
体
ミ
ル
ク
（
国
内
の
販
売
が
開
始
さ
れ
た

問

　
　
　
　

①�

避
難
所
を
運
営
す
る
に
は
必
要
な
も
の
で
あ

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用
は
学
校
の
防
災
倉
庫
を

整
備
し
て
い
る
の
で
そ
こ
に
備
蓄
す
る
方
向
で

検
討
す
る
。
障
が
い
者
用
は
防
災
士
の
方
の
意

見
を
聞
い
て
計
画
す
る
。

②
長
期
保
存
に
耐
え
う
る
か
研
究
す
る
。

③�

例
え
ば
、
お
む
つ
替
え
に
は
、
紙
お
む
つ
だ
け

で
は
な
く
、
ウ
エ
ッ
ト
タ
オ
ル
や
手
袋
な
ど
が

一
式
必
要
と
な
る
。
そ
の
中
に
哺
乳
瓶
を
取
り

入
れ
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

理
事
者

　
　
　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
は
広
陵
町
の
進
む

べ
き
方
向
と
一
致
し
て
い
る
。
広
陵
町
が
目
指
す

自
治
基
本
条
例
の
中
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
に
つ

い
て
議
論
す
る
。

理
事
者

　
　
町
運
営
の
基
本
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
位
置
付

け
、
推
進
に
向
け
た
条
例
を
制
定
し
た
う
え
で

町
全
体
の
周
知
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

問 Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

安
全
・
安
心
・

住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

吉
よ し

村
む ら

眞
ま

弓
ゆ

美
み
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①�（
ア
）本
年
度
、
特
別
支
援
学
級
に
入
級
し
て
い

る
児
童
生
徒
は
、１
３
２
名
で
全
体
の
４
・３
％

に
当
た
り
、
奈
良
県
や
全
国
と
比
較
し
て
も
高

い
比
率
で
あ
り
、
昨
年
度
よ
り
１
％
の
増
。
と

り
わ
け
「
自
閉
情
緒
障
が
い
」
が
96
名
と
最
も

多
い
。
現
在
、
上
牧
町
の
通
級
指
導
教
室
の
指

導
を
受
け
て
い
る
児
童
は
18
名
。
議
員
質
問
の

よ
う
に
、
必
要
性
は
高
く
、
平
成
31
年
度
通
級

指
導
教
室
を
真
美
ヶ
丘
第
二
小
学
校
に
開
設
す

る
方
向
で
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

�（
イ
）各
校
、全
教
職
員
で
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

本
年
度
は
人
事
交
流
で
、
西
和
養
護
学
校
の
教

員
が
広
陵
西
小
学
校
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
加

え
て
、
各
校
の
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
、
小
・
中
学
校
だ

け
で
な
く
、
幼
・
保
・
こ
ど
も
園
か
ら
も
、
子

ど
も
の
成
長
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。

②�

年
３
回
の
「
教
育
支
援
委
員
会
」
及
び
「
夏
季

教
育
相
談
」
や
今
年
度
か
ら
始
め
る
保
育
園
や

幼
稚
園
に
お
い
て
の
行
動
観
察
、
及
び
年
５
回

理
事
者

　
①�

学
校
内
の
支
援
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

　

�（
ア
）本
町
に
お
け
る
、
今
年
度
の
特
別
支
援

を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
の
実
態
及
び
通

級
指
導
教
室
の
整
備
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

�（
イ
）発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
達
が
適
切

か
つ
十
分
な
支
援
を
受
け
、
成
長
す
る
た
め

の
校
内
研
修
に
つ
い
て
。

②�

教
育
と
福
祉
の
連
携
が
必
要
。
現
状
と
今
後

の
課
題
、
取
り
組
み
は
。

③�

発
達
障
が
い
を
早
期
に
気
づ
き
、
支
援
に
つ

な
げ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
、

乳
幼
児
健
診
体
制
の
整
備
（
ゲ
イ
ズ
フ
ァ
イ

ン
ダ
ー
の
導
入
）に
つ
い
て
の
考
え
は
。

問

○�

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つ

い
て

○�

住
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
「
健

康
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
の
導
入
を

その他の
質問事項

大
人
た
ち
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む

特
別
支
援
体
制
に
つ
い
て

山
や ま

村
む ら

美
み

咲
さ

子
こ

の「
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」が
あ
る
。

今
後
、
幼
・
保
・
こ
ど
も
園
・
小
・
中
学
校
の

代
表
者
及
び
教
育
委
員
会
と
福
祉
部
の
担
当
者

が
定
期
的
に
会
合
を
持
ち
、
総
合
的
な
支
援
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

③�

乳
幼
児
健
康
診
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
発

達
に
不
安
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
早
期
発
見
を
視

野
に
入
れ
て
実
施
し
て
い
る
。
導
入
は
時
期
尚

早
。

　
　
　
　
　
　
学
校
が
中
心
と
な
っ
て
、
関
係
機

関
と
協
議
を
重
ね
、
通
学
路
と
し
て
の
安
全
第
一

を
念
頭
に
善
処
し
て
い
く
。

植
村
教
育
長

　
　
北
小
学
校
ま
で
の
通
学
路
に
な
っ
て
い
る

「
お
ん
ど
り
橋
」
の
交
通
量
が
非
常
に
増
加
し

て
い
る
。

　
今
後
の
取
り
組
み
は
。

問 通
学
路
を
安
全
に
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両
施
設
と
も
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
の
事
務
手
続
中
で
あ
る
。
民
間
業
者
に
多
面
的

な
調
査
実
施
予
定
で
、
直
営
か
民
営
の
自
主
事
業

か
を
把
握
、
整
理
を
行
う
。
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
は

創
業
支
援
の
拠
点
と
し
て
、
再
生
可
能
か
を
鋭
意

精
査
中
。
は
し
お
元
気
村
は
長
期
的
観
点
か
ら
施

設
の
あ
り
方
を
民
間
業
者
の
提
案
も
受
け
、
検
討

を
実
施
し
て
い
る
。
ご
指
摘
の
民
間
提
案
が
本
町

に
適
応
か
を
チ
ェ
ッ
ク
出
来
る
職
員
力
の
向
上
、

有
識
者
の
活
用
を
検
討
す
る
。

山
村
町
長

　
　
　
　
商
工
会
の
創
業
塾
と
連
携
し
て
取
り
組

み
、
県
も
女
性
の
た
め
の
起
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
お
り
、
当
局
も
本
町
に
最
適
な
意
欲
あ
る
創

業
女
性
起
業
者
を
呼
び
込
む
施
策
と
し
て
、
ハ
ー

ド
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
起
業
し
や
す
い
環
境
整
備
の

た
め
先
進
事
例
を
研
究
し
て
支
援
体
制
を
構
築
し

て
い
く
。

理
事
者

　
　
企
業
誘
致
の
戦
略
は
本
町
の
資
産
を
ハ
ー

ド
ソ
フ
ト
の
長
所
を
活
用
し
て
近
隣
の
市
町
と

一
味
違
う
、
的
を
絞
っ
た
戦
略
「
創
業
者
女
性

起
業
者
」
を
呼
び
込
む
事
も
一
考
だ
と
、
そ
の

た
め
の
施
策
が
重
要
で
あ
る
。

　
当
然
、
行
政
が
先
進
事
例
の
成
功
と
失
敗
例

も
参
考
に
し
て
民
間
の
意
見
も
踏
ま
え
て
職
員

全
体
で
町
の
創
生
を
大
テ
ー
マ
と
し
て
調
査
研

鑽
を
積
み
、
職
員
力
を
高
め
て
目
的
達
成
の
施

策
を
構
築
す
べ
き
。
結
果
意
欲
あ
る
人
が
住
み
、

経
営
さ
れ
て
納
税
を
頂
く
、
生
産
人
口
増
と
な

り
町
が
活
性
す
る
「
創
業
者
女
性
起
業
者
の
町

広
陵
」
を
ブ
ラ
ン
ド
に
。

問

　
　
両
施
設
と
も
概
念
的
で
な
く
専
門
業
者
の

提
案
も
受
け
、再
生
す
べ
き
。「
は
し
お
元
気
村
」

は
隣
の
「
か
ぐ
や
こ
ど
も
園
」と
の
連
携
で
子
育

て
支
援
の
「
こ
ど
も
館
」生
産
人
口
増
の
た
め
の

創
業
女
性
起
業
者
、転
職
者
対
象
の
学
習
と
訓
練

の
「
し
ご
と
館
」。グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
は
対
象
を

創
業
者
女
性
起
業
者
の
育
成
・実
験
・実
践
の
施

問

設
。中
身
は
オ
フ
ィ
ス
・作
業
所
・展
示
即
売
場
・

交
流
サ
ロ
ン
・簡
易
ホ
テ
ル
・支
援
施
設
等
、将
来

の
創
生
へ
の
先
行
投
資
で
あ
る
の
で
賃
貸
料
は

安
価
で
、成
功
さ
れ
た
ら
納
税
と
し
て
町
へ
返
っ

て
く
る
、一
つ
の
提
案
で
あ
る
。

来
た
れ
、創
業
者
、女
性
起
業
者

カ
ン
フ
ル
注
射
を

は
し
お
元
気
村
と

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に

青
あ お

木
き

　義
よ し

勝
か つ

元
気
に
！

元
気
の
ナ
イ
村
を
、

立
ち
あ
げ
よ
う
！

来
た
れ
、
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童
生
徒
の
特
性
を
把
握
し
共
有
し
て
い
く
中
で
支

援
を
進
め
て
い
く
。

谷
た に

　禎
よ し

一
か ず

　
　
　
　

文
化
遺
産
や
、
住
環
境
を
生
か
し
つ

つ
、
優
良
企
業
や
商
業
施
設
の
誘
致
で
人
口
増
を

図
る
。
未
入
学
児
童
に
つ
い
て
は
来
年
医
療
費
の

立
替
払
い
を
無
く
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

制
度
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

理
事
者
　

　
　
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
対
策
と
し
て

子
供
の
医
療
無
料
化
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン

ト
制
度
の
早
期
実
施
を
求
め
る
。
必
要
な
財
源

は
適
正
入
札
や
無
駄
な
支
出
を
無
く
し
節
約
の

徹
底
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
と
の
協

力
連
携
も
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
調

整
区
域
の
住
宅
開
発
が
進
み
、
計
画
的
な
人
口

調
整
が
図
れ
な
い
の
で
幼
保
育
園
や
学
校
生
徒

数
の
不
均
衡
、
イ
ン
フ
ラ
や
治
水
対
策
の
問
題

な
ど
が
多
発
し
て
お
り
、
町
の
長
期
的
な
計
画

と
速
や
か
な
行
政
運
営
が
必
要
。

問 町
の
人
口
推
移
に
よ
る

問
題
点
と
そ
の
対
策
は

　
　
　
　
決
算
審
査
前
で
あ
る
た
め
予
算
額
を
表

示
し
た
。
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
今
後
改
め
る
。

広
報
で
の
訂
正
に
つ
い
て
は
相
談
す
る
。

※
広
陵
広
報
7
月
号
22
項
に
訂
正
お
よ
び
お
詫

び
文
掲
載
済
。

理
事
者
　

　
　
5
月
29
日
の
町
政
説
明
会
で
、
認
定
こ
ど

も
園
の
事
業
費
や
小
中
学
校
空
調
設
備
工
事
費

が
大
幅
に
異
な
り
、
ま
た
町
財
政
は
健
全
で
安

心
で
あ
る
よ
う
な
資
料
で
説
明
さ
れ
た
。
2
年

半
前
の
保
育
園
無
届
建
築
の
時
に
も
注
意
し
て

い
る
が
、
未
だ
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
広
陵
町

広
報
に
よ
る
訂
正
を
求
め
た
い
。

問 町
政
説
明
会
に
は

適
正
な
報
告
を
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童
生
徒
の
特
性
を
把
握
し
共
有
し
て
い
く
中
で
支

援
を
進
め
て
い
く
。

濵
は ま

野
の

　直
な お

美
み

　
　
　
　
　
　
今
年
度
、
特
別
支
援
学
級
に
在
籍

す
る
児
童
生
徒
は
１
３
２
名
で
全
体
の
４
・３
％
、

担
当
教
員
は
35
名
、
支
援
ス
タ
ッ
フ
は
25
名
。

　
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
資
格
の
有
無
が
最
優
先

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
過
去
の
経
験
や
特
別
支

援
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
重
視
し
て
い
る
。

　
近
隣
市
町
に
比
べ
、
各
校
に
支
援
ス
タ
ッ
フ
を

複
数
配
置
し
、
手
厚
く
支
援
し
て
い
る
。

　
ま
た
今
年
度
、奈
良
県
教
育
委
員
会
の
方
針
で
、

自
閉
情
緒
障
が
い
児
学
級
の
定
員
が
６
名
か
ら
８

名
に
な
り
学
級
数
は
減
っ
た
が
、
県
か
ら
従
前

ペ
ー
ス
で
教
員
加
配
の
対
応
を
し
て
い
た
だ
く
。

　
ま
た
、
特
別
支
援
教
育
学
級
児
童
生
徒
が
増
加

し
て
い
る
現
状
で
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
果
た
す
役
割

は
大
き
く
、
現
体
制
を
維
持
し
つ
つ
、
今
後
も
児

植
村
教
育
長

　
　
　
　
　
　
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
趣
旨
と
し
て

は
、
成
長
期
に
あ
る
生
徒
が
、
運
動
、
食
事
、
休

養
お
よ
び
睡
眠
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
り
ま

た
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
、
指

導
者
で
あ
る
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
も
示

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
外
部
指
導
員
に
つ
い
て
は
真
美
ヶ
丘
中
学
校
卓

球
部
に
県
か
ら
、
広
陵
中
学
校
水
泳
部
と
コ
ー
ラ

ス
部
に
町
か
ら
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
将
来
的
に
は
、
諸
般
の
状
況
を
踏
ま
え
必
要
で

あ
れ
ば
、
さ
ら
に
配
置
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

植
村
教
育
長

　
　
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒

数
、
担
任
お
よ
び
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
は
。

　
ま
た
先
生
、
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
資
格
の
有
無
、

必
要
性
は
。

問

　
　
ス
ポ
ー
ツ
庁
は
こ
の
３
月
に
運
動
部
活
動

の
在
り
方
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
、
部
活
動
の
外
部
指
導
員
を
配
置
す
る

制
度
が
新
設
さ
れ
た
。

　
町
内
2
つ
の
中
学
校
で
も
外
部
指
導
員
の
採

用
は
あ
る
の
か
。

問

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
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○�

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
の
給
料
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
３
人
の
給
料
及
び
退
職
金
手
当
を
改
正

す
る
。

議
案
第
42
号

　
　
　
　
　

○
税
条
例
等
の
一
部
改
正

・
た
ば
こ
税
３
段
階
で
引
き
上
げ
。

・�

固
定
資
産
税
等
、
中
小
企
業
の
設
備
投

資
の
支
援
。

・
個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
。

・
地
方
税
の
電
子
化
。

議
案
第
43
号

　
　
　
　
　

○
一
般
会
計
補
正
予
算

・�

横
峯
公
園
、
か
つ
ら
ぎ
の
道
、
馬
見
丘

陵
公
園
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
の
整
備

事
業
に
８
０
０
万
円
増
額
。

※�

景
観
向
上
推
進
事
業
費
補
助
金

　

�

４
０
０
万
円（
県
補
助
金
２
分
の
１
）を

充
当
。

議
案
第
45
号

委 員 会 の 窓委 員 会 の 窓委 員 会 の 窓
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

総
務
文
教
委
員
会

【特別職報酬等審議会の答申内容】

「給料月額」現行→３％増額！

町長　　814,000 円→ 840,000 円

副町長　671,000 円→ 692,000 円

教育長　594,000 円→ 613,000 円

議 員 理事者

町長の給料を上げるの？
現職の給与を据え置くのなら、
なぜ今この条例を審議するの？

諮問についての趣旨は、町長の２期目の退職
手当を減額するかどうかについて、意見を聴
くために行った。任期中は現行どおりとする。

反対２：賛成４

※
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
と
は

委
員
８
人
で
組
織
し
、
そ
の
委
員
は
広
陵
町
の
区
域
内

の
公
共
的
団
体
等
の
代
表
者
、
そ
の
他
住
民
の
う
ち
か

ら
議
会
の
承
認
を
得
て
、
町
長
が
任
命
す
る
。（
委
員

は
、
当
該
諮
問
に
係
る
審
議
が
終
了
す
れ
ば
、
解
任
さ

れ
る
。）

　
報
酬
日
額
８
０
０
０
円
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○
地
域
防
災
活
動
推
進
条
例
の
制
定

・�

町
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護

す
る
た
め
、
防
災
対
策
に
関
し
基
本
理

念
を
定
め
、
災
害
等
に
備
え
た
防
災
体

制
及
び
地
域
に
お
け
る
防
災
力
の
向
上

を
図
り
、
町
民
等
が
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
災
害
等
に
強
い
町
の
実
現
を

目
的
と
す
る
。

議
案
第
41
号

　
　
　
　
　

○�

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

・�

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
者
基
準

に
「
病
床
を
有
す
る
診
療
所
を
開
設
し

て
い
る
者
」
に
つ
い
て
も
、
申
請
可
能

と
な
る
。

議
案
第
44
号

　
　
　
　
　

○
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

・�

約
２
７
０
０
万
円
の
増
額
。

・�

上
下
水
道
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
雇
用
。

　
　※�

本
町
の
専
門
的
知
識
を
も
っ
た
人
員
が

不
足
し
て
い
る
た
め
、
豊
富
な
経
験
を

も
っ
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
必
要
。

　
職
員
報
酬
２
５
７
万
円
。

議
案
第
46
号

委 員 会 の 窓委 員 会 の 窓委 員 会 の 窓
全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

厚
生
建
設
委
員
会

議 員 理事者

武力攻撃事態による災害について
もこの条例に含まれるの？

武力攻撃事態による災害の対応と自然災害の対応につ
いては、共通点が多々あるのでこの条例に含めている。
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　文部科学省の調査によると、平成 28年度現在の国公私立学校の完全給食実施率は、小学校 98.6％、中学校
83.7％、特別支援学校88％となっており、特に小学校の実施率の高さは、学校給食に対する国民の強い願いの表れ
といえます。�
　そのような中、平成28年 3月の内閣府・経済財政諮問会議において、子育て世帯の支援拡充として給食費の無償
化を検討され、各自治体の努力により平成28年12月現在、少なくとも55市町村が給食を無償で提供しています。
この背景には、学校給食の持つ教育的効果もさる事ながら、子どもの貧困の問題もあります。栄養バランスのとれた
温かくおいしい給食を、家庭の経済状況にかかわらず子どもに提供することは、子どもの健やかな成長のために非常
に重要です。�
　しかし、給食費無償化は人件費や消費税、高騰する材料費などによって、自治体財政を圧迫するなどの懸念が生じ
る可能性があり、解決すべき問題も多く、実施に踏み切れない市町村も少なくありません。�
　よって政府においては、財源の確保をはじめ、学校給食費の無償化を目指し、当面の政策として財政支援の強化を
求めます。

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。
　　平成3 0年6月1 5日
� 奈良県広陵町議会
〔送付先〕

　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　
　内閣官房長官　財務大臣　文部科学大臣　

　義足や人工関節を使用している方、内部障がいや難病の方、または妊娠初期の方など外見からは容易に判断が難し
いハンディのある方が、周囲に援助や配慮が必要であることを知らせるヘルプマークおよびそのマークを配したヘル
プカードについては、平成24年に作成・配布を開始した東京都をはじめ、導入を検討・開始している自治体が増え
ている。特に昨年7月に、ヘルプマークが日本工業規格（ＪＩＳ）として制定され、国としての統一的な規格となっ
てからは、その流れが全国へと広がっている。
　このヘルプマークおよびヘルプカードについては、援助や配慮を必要とする方が所持・携帯していることはもちろ
んのこと、周囲でそのマークを見た人が理解していないと意味を持たないため、今後は、その意味を広く国民全体に
周知し、思いやりのある行動をさらに進めていくことが重要となる。
　しかし、国民全体における認知度はいまだ低い状況にある。また公共交通機関へのヘルプマークの導入など課題も
浮き彫りになってきているところである。
　よって政府においては、心のバリアフリーであるヘルプマーク及びヘルプカードのさらなる普及推進を図るため、
下記の事項について取り組むことを強く求める。

記
１　「心のバリアフリー推進事業」など、自治体が行うヘルプマークおよびヘルプカードの普及や理解促進の取組みに
対しての財政的な支援を今後も充実させること。
２　関係省庁のホームページや公共広告の活用など、国民へのさらなる情報提供や普及、理解促進を図ること。�
３　鉄道事業者など自治体を越境している公共交通機関では、ヘルプマーク導入の連携が難しい状況にあるため、今
後はスムーズな導入が図れるよう国としての指針を示すこと。

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。
　　平成3 0年6月1 5日

奈良県広陵町議会
〔送付先〕
　内閣総理大臣　厚生労働大臣　国土交通大臣

ヘルプマークのさらなる普及推進を求める意見書

学校給食費への財政支援を求める意見書

意見書

意見書
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地域のつながり地域のつながり地域のつながり

NPO法人
家族・子育てを応援する会

（特定非営利活動法人）

第 1回
町内で活動している団体やサークルを紹
介します。
（活動団体は、営利活動を目的としない公
共性・公益性が高いボランティア的な団
体を掲載しています。）

♡�地域で子どもが健やかに育つことを願っ
て、広陵町に設立。

　子育ての入り口でかかわりを持っていけたらと
の思いで、乳幼児のお母さん・お父さん・家族を
応援するために設立しました。
　助産師、保育士、教育関係者、子育て中のお母
さんなど多職種・多世代・様々な立場のボランティ
アのスタッフが、草の根活動をしています。

♡「おしゃべり通信」発行
　親御さんの思いや子育て支援の活動を地域に発
信し、地域で子どもを育てるまちづくりの一助に
なれたらと願っています。

♡展示会・講演会開催
　多世代の家族や子育てを応援するために、年１
回図書館で「団士郎家族漫画展・講演会」を開催。
３回で１０００人以上の方が参加してくださいま
した。

♡町のイベントに参加
　町のイベントでは「手づくりおもちゃコーナー」
を担当しています。

【活動】　
♡乳幼児の親子参加の
　子育ておしゃべり会　月１回開催。
　町内の施設で開催する親子広場。
　子育て中のお母さんやお父さんのニーズに応え
られるように、毎回テーマを設定して開催してい
ます。専門家によるお話や楽しい体験の後、親御
さん同士やスタッフと、おしゃべりで交流・相談
し合っています。平成28年５月から始め、平成
30年７月で27回目を開催し、これまでのべ約
800人の親子が参加されました。
　最近では、両親で参加される親子も増えていま
す。

連絡先　NPO法人　家族・子育てを応援する会　事務局�新谷眞貴子
　　　　メール　koryo.kosodate@gmail.com　電話番号　050-3136-6268
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広陵北かぐやこども園▲

「平成 30年 6月 24日開催」

▲広陵西幼稚園▲

議会からのお願い
　議会だより取材のため、腕章を着用した議会議員が
写真撮影に伺うことがありますので、ご理解とご協力
をお願いいたします。

広陵町ホームページ
http://www.town.koryo.nara.jp

七夕祭り

奈良県民体育大会の
綱引き

広
報
編
集
委
員


